
第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2024 年 10 月 1 日 

事業者情報 

事業者名 国立大学法人東京科学大学 

代表者 職・氏名 
職名 理事長 

氏名 大竹 尚登 

ホームページ URL（任意） https://www.isct.ac.jp/ja 

事業者ロゴ（任意） 
 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

科学を旗印とする大学として、知と技術の探求、変革と挑戦、そして創造の文化を学内外と共有

します。人々がありたいと願う未来の姿を、「善き生活、善き社会、善き地球」のマルチスケール

で考え、それらに向けた研究・教育を総合して、「善き未来」を作っていく役割を担い、新学術・

新産業の創成や感染症、カーボンニュートラルなどの社会課題への対応に挑戦を続けます。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

  〇 〇● 〇●  

      

〇 ● 〇  〇  

     

 

〇 〇 〇    

 



目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

5 

〇女性教員枠の新設（女性限定教員公

募） 

女性限定の教員公募は、2022年度より実

施している取り組みで、男女雇用機会均

等法第 8条に基づくポジティブ・アクシ

ョンとして、女性教員の割合が低い本学

の現状を積極的に改善するための措置と

なっている。 

・教員・研究者個々の外形的・内面的双

方の多様性を尊重できるよう、環境整

備を推進するとともに、採用選考時・

業績評価時の評価基準を改善し、それ

に基づいた評価を実施する。 

 

女性教員比率 2030年～：20%程度 

5 

〇学士課程の入試に係る女子枠の導入 

女性の理工系分野への興味を高めるため

に、女性を対象とした「総合型・学校推

薦型入試」を 2024年度入学者選抜から

導入し、2024年 4月入学者に於ける女子

学生比率を 15%超まで引き伸ばすことが

できた。 

・2025年度入試では 149人を上限として

募集する。 

・この取り組みに加え、あらゆる学生が

充実した大学生活を過ごすための施策

を同時に行うことにより、さらに経年

で女子学生比率の改善が進み、自律的

に偏りが改善していくことを目指す。 

 

女子学生比率 2030年～：20% 

4 

〇社会人の教育 

理工系分野で活躍する社会人が、社会の

変化に対応するために必要な高度な知

識、リテラシー、研究力を身に付けるこ

とができる仕組みを構築、強化してい

る。 

 

・産業界等で活躍する社会人を博士後期

課程学生として受け入れる新しい仕組

みを整える。 

・中学生・高校生などの若い世代のみな

らず、シニア世代を含む社会人に向け

て、本学の教育研究のアウトリーチ活

動を積極的に展開する。 

 

社会人向けプログラム開講数 

2027年度：50件 

8 

〇善き大学としての成長 

統合以前から、両大学の融和を目指して、

大学交流促進ワーキンググループによる

活動を推進している。 

・海外・国際連携大学等を含め、多様な

研究者が共に活躍する場づくりを目指

す。 

・教職員はもちろん、役員、部局長、医

師・歯科医師、医療従事者が双方の違

いを尊重し、フラットに自由に意見を

言える環境の充実。 

 

新大学の融和を促進するための役職の

設置：2024年度 

 

 

 

 

 

 

 

 


